◎平成１７年度
Ⅱ－２　次の問題について解答せよ。（青色の答案用紙を使用し,３枚以内にまとめよ。）

　古来よりわが国では、良質のたんぱく質供給の多くを水産業に依存している。近年、わが国周辺水域では漁獲量の減少、赤潮の発生、環境汚染等の多くの困難な問題に直面している。一方で、食の安全性に対する国民の関心も高まっている。今後の水産業で重要なのは魚介類が繁殖できる水域環境の維持・保全、魚介類の安全性確保である。

そこで,水産業で生産する魚介類の安心、安全性確保について、幅広い見地からあなたの考えを述べよ。また、その実現にあたって「漁業」、「増養殖」,「水産加工」,「水産土木」,および「水産水域環境」の各分野における技術的な課題各々１例をあげて、それぞれに論述せよ。

◎平成１８年度
Ⅱ－２　次の問題について解答せよ。（青色の答案用紙を使用し,３枚以内にまとめよ。）

　漁村は農林水産業の中にあっては僻地など条件不利地域に数多く存在し,また漁業就業者の減少と高齢化が進んでいる。それに対して近年海域や漁村における起業化の動きが見られ,水産業・漁村の多面的な機能を活かした総合的な展開が期待されている。

そこで,水産業・漁村における水産物を供給するという本来的機能以外の多面的機能について概要を述べよ。さらに「漁業及び増養殖」,「水産加工」,「水産土木」,および「水産水域環境」の４分野について,それぞれの技術的課題について論述せよ。

◎平成１９年度
Ⅱ　次の問題について解答せよ。（答案用紙３枚以内にまとめよ。）

最近,サイエンス誌に2048年には魚類が全滅するというショッキングなリポートが出された。また,わが国の水産業・漁村をめぐる情勢は大きく変化している。そこで水産分野の技術者として今後取るべき対策と具体的解決策はどのようなものがあるか「漁業及び増養殖」,「水産加工」,「水産土木」,「水産水域環境」の４分野の中から２分野を選び,現状と課題を列挙し,今後の対策について分野ごとに１例を挙げ具体的に述べよ。

◎平成２０年度
Ⅱ　次の問題について解答せよ。（答案用紙３枚以内にまとめよ。）

近年,我が国においては,若年層を中心に「魚離れ」が進行する一方で,世界的には健康志向などから水産物に対する需要が高まっており,我が国が輸入競争に負ける「買い負け」も起きている。今後,我が国の水産業が「安定供給」及び「水産業の健全な発展」を実現するためには,どうすればよいか。「漁業及び増養殖」,「水産加工」,「水産土木」及び「水産水域環境」の各技術分野から２分野を選択し,現状分析を行ったうえで,技術的見地から問題を列記せよ。さらに,それぞれの分野について取り組むべき技術的課題を１つ挙げ,今後の対策について論ぜよ。
